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序 鹿島市都市計画マスタープランの策定にあたって 

 

序-1 都市計画マスタープランとは 

序-１-１  目的 

都市計画マスタープランとは、都市計画区域内の用途地域や地区計画、道路、公園、下水道、土地

区画整理事業など、都市計画決定を行う際の指針として、将来像や将来都市構造、都市計画の基本的

な方針を定めるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

序-１-２  位置づけ 

都市計画マスタープランは上位計画に即して定めることが必要であり（都計法第 18 条の 2）、本

市の上位計画である「鹿島市総合計画」とともに、佐賀県が定める「都市計画区域マスタープラン」

に即して定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画法 （市町村の都市計画に関する基本的な方針 ） 

第１８条の２  市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想並びに都

市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関する基本的な方針（以

下この条において「基本方針」という。）を定めるものとする。  

２  市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意見を反映させる

ために必要な措置を講ずるものとする。  

３  市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県知事に通知しな

ければならない。  

４  市町村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。  

 

佐賀県 

 鹿島都市計画区域マスタープラン 

（H16 年策定） 

 

鹿島市都市計画マスタープラン 

（H13 年/策定、H28 年/改定） 

 

・用途地域 

・道路・公園・下水道 

           など 

  

 

 

鹿島市 

第六次鹿島市総合計画 

（H28 年/策定） 

 

個別計画など 

【上位計画】 【上位計画】 

 

 

市
民 
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序 鹿島市都市計画マスタープランの策定にあたって 

 

序-２  改定における基本的な考え方 

序-２-１  改定の背景 

本市では、平成 4 年の都市計画法改正により創設された「市町村の都市計画に関する基本的方針」

や土地利用動向を踏まえ、本市の都市計画区域における基本構想・関連計画・基礎調査・まちづくり

に関する住民意識等の資料に基づき、平成 13 年 2 月にはじめて鹿島市都市計画マスタープランを策

定しました。 

平成 13 年の鹿島市都市計画マスタープラン策定後、本市では、国道 207 号バイパスの暫定開通に

よる交通利便性の向上や、肥前浜宿の歴史的な町並みが重要伝統的建造物群保存地区に選定されたこ

とによる観光拠点化等を着実に実施してきました。 

一方で、策定して 10 年以上が経過し、少子高齢化や市民ニーズの多様化、地方分権の推進など本

市を取り巻く状況や社会情勢が大きく変化しているとともに、第六次鹿島市総合計画との整合を図る

ため、鹿島市都市計画マスタープランの改定が必要となりました。 

 

序-２-２  社会情勢の変化への対応 

平成 13 年に鹿島市都市計画マスタープランを策定した後、以下の社会情勢の変化が起きており、

社会情勢の変化に対応した都市づくりが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

全国的な変化 本市の変化 

・高齢化の進展 ・高齢化率※125.7％（H22）で超高齢社会 

・人口減少社会の到来 ・32,117人（H17）→29,700人（H27※2年）に人口減少 

・景気の長期低迷 ・農）主要作物作付面積1,996ha（H12）→1,443ha（H22） 

・工）製造品出荷額 6,078千万円（H20）→4,667千万円（H25） 

・商）年間商品販売額 5,444千万円（H14）→3,738千万円（H25） 

・災害リスクの高まり ・近年大きな災害はないが、S24年からH18年までに16回の水害

被害 

・地球環境問題の深刻化 － 

・都市の維持コストの増大 ・20年後、耐用年数を超える公共施設は85件で全体の89％ 

・市民ニーズの多様化 ・20年後の本市の将来像では「福祉、育児、教育、医療、防災、

防犯などが充実し、安心して暮らしていけるまち」（35.9％）が

最も求められている 

・地域コミュニティの機能低下  ・H12からH22までに53地区中46地区で人口減少 

 全国的な変化  鹿島市の変化 

・高齢化の進展 ・高齢化率※125.7％（H22）で超高齢社会 

・人口減少社会の到来 ・33,215人（H12）→30,720人（H22年）に人口減少 

・景気の長期低迷 ・農）主要作物作付面積1,996ha（H12）→1,443ha（H22） 

・工）製造品出荷額 6,078千万円（H20）→4,624千万円（H24） 

・商）年間商品販売額 5,444千万円（H14）→3,807千万円（H24） 

・災害リスクの高まり ・近年大きな災害はないが、S24年からH18年までに16回の水害被害 

・地球環境問題の深刻化 － 

・都市の維持コストの増大 ・20年後、耐用年数を超える公共施設は85件で全体の89％ 

・市民ニーズの多様化 ・20 年後の鹿島市の将来像では「福祉、育児、教育、医療、防災、防犯

などが充実し、安心して暮らしていけるまち」（35.9％）が最も求めら

れている 

・地域コミュニティの機能低下  ・H12からH22までに53地区中46地区で人口減少 

 

 全国的な変化  鹿島市の変化 

・高齢化の進展 ・高齢化率※125.7％（H22）で超高齢社会 

・人口減少社会の到来 ・33,215人（H12）→30,720人（H22年）に人口減少 

・景気の長期低迷 ・農）主要作物作付面積1,996ha（H12）→1,443ha（H22） 

・工）製造品出荷額 6,078千万円（H20）→4,624千万円（H24） 

・商）年間商品販売額 5,444千万円（H14）→3,807千万円（H24） 

・災害リスクの高まり ・近年大きな災害はないが、S24年からH18年までに16回の水害被害 

・地球環境問題の深刻化 － 

・都市の維持コストの増大 ・20年後、耐用年数を超える公共施設は85件で全体の89％ 

・市民ニーズの多様化 ・20 年後の鹿島市の将来像では「福祉、育児、教育、医療、防災、防犯

などが充実し、安心して暮らしていけるまち」（35.9％）が最も求めら

れている 

・地域コミュニティの機能低下  ・H12からH22までに53地区中46地区で人口減少 

 

 

※1高齢化率（世界保健機構（WHO））…７％を超えた社会を「高齢化社会」、14％を超えた社会を「高齢社会」、 
21％を超えた社会を「超高齢社会」という。 

※2国勢調査（H27）速報値 
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序 鹿島市都市計画マスタープランの策定にあたって 

 

序-２-３  改定における基本的な考え方 

（１）対象区域 

本市の都市計画区域内を対象とします。 

なお、本市の一体性を考慮し、関連する重要な計画等があれば都市計画区域外であっても対象とし

ます。 

 

（２）人口ビジョン 

平成 27年 10月に策定された鹿島市人口ビジョンによると、平成 72年(2060)の目標年度では、20,705

人と推計され、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計値と佐賀県設定値による推計値の中間

に位置する見通しです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）

実績値

平成22年
(2010年)

平成27年
平成32年
(2020年)

平成37年
平成42年
(2030年)

平成47年
平成52年
(2040年)

平成57年
平成62年
(2050年)

平成67年
平成72年
(2060年)

パターン１（社人研推計準拠） 29,253 27,881 26,489 25,115 23,751 22,314 20,829 19,382 18,021 16,746

パターン２（佐賀県設定値） 29,252 28,021 27,011 26,240 25,464 24,757 23,979 23,220 22,558 21,995

パターン３（鹿島市独自推計） 29,252 28,021 26,870 25,813 24,806 23,922 23,003 22,125 21,359 20,705

推　　計　　値

30,720

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成22年

(2010年)

平成27年 平成32年

(2020年)

平成37年 平成42年

(2030年)

平成47年 平成52年

(2040年)

平成57年 平成62年

(2050年)

平成67年 平成72年

(2060年)

A パターン１（社人研推計準拠）

B パターン２（佐賀県設定値）

C パターン３（鹿島市独自推計）

（人）

実績値 推 計 値

（出典）内閣官房まち・ひと・しごと創生本部提供資料を基に鹿島市作成 出典：鹿島市人口ビジョン 
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序 鹿島市都市計画マスタープランの策定にあたって 

 

 

（３）目標年次 

平成 13 年に策定した鹿島市都市計画マスタープランの基礎となった第四次鹿島市総合計画（平成

12 年 3 月）は、基本構想目標年を平成 22 年と設定していましたが、鹿島市都市計画マスタープラン

において策定した施策は、中期・長期におよぶ課題も多く、あらゆる情勢・社会・市民ニーズの変化

により、求められるものが多少変わろうと、本市において望ましいとする姿勢は継承していくものと

します。 

都市計画マスタープランでは、総合計画を考慮しつつ長期的な展望にたつこととされていることか

ら、平成 28 年度を基準年次とし、平成 32 年までの 5 年間を短期的な目標、平成 38 年までの 10 年間

を中期的な目標、平成 48 年までの 20 年間を長期的な目標とします。 

 

◇基準年次：    平成 28 年(2016) 

◇目標年次（短期）：平成 32 年(2020) 

◇目標年次（中期）：平成 38 年(2026) 

◇目標年次（長期）：平成 48 年(2036) 

 

 

（４）策定手順

 

1.鹿島市の現況 
2.市民ニーズ 
3.都市づくりの主要課題 

鹿島市の特性と課題 

 

1.都市の将来像 
2.都市づくりの目標 
3.将来都市構造 
4.都市整備の方針 
 4.1 土地利用の方針 
4.2 交通体系整備の方針 

4.3 公園・緑地・景観整備の方針 
 4.4 下水道及び河川整備の方針 
 4.5 市街地整備の方針 

 4.6 観光・交流まちづくりの方針 
 4.7 都市防災の方針 

 

都市づくりの方針 

 

1.地域区分 
2.鹿島・能古見地域 
3.北鹿島地域 
4.古枝・浜・七浦地域 

地域別都市づくりの方針：地域別構想 

 

・市民アンケート調査 
・まちづくりワークショップ 

 

1.都市像の実現に向けた基本的な考え方 
2.都市像の実現に向けて 
3.事業スケジュールの検討 

実現に向けて 

市民の意向 

鹿島市都市計画マスタープラン 
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序 鹿島市都市計画マスタープランの策定にあたって 

 

 



 

4 

第 1 章 都市づくりの課題 

鹿島市の   

概況と主要課題   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第
１
章 
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第 1 章 都市づくりの課題 

１-１ 鹿島市の概況 

都市づくりの方針を検討する前提として、本市の概況を以下に整理します。 

１-１-１ 広域的位置づけ 

本市は、佐賀県の南西部に位置し、前面には有明海が広がり、後方には多良岳山系に囲まれ自然

環境に恵まれています。西に 11.5 ㎞、南北に 16.4 ㎞で市域面積 112.12 ㎞ 2を擁し、県都・佐賀市

からは約 31 ㎞に位置する県南西部の中核都市です。また、国道 207 号が長崎本線と平行して走り、

福岡市と長崎市からは長崎本線で約 1 時間の距離です。 

日本三大稲荷の一つである祐徳稲荷神社、有明海の自然を活かした地域振興イベント「鹿島ガタ

リンピック」などが有名です。 

また、肥前浜宿には、重要伝統的建造物群保存地区に選定されている酒蔵通りや茅葺町家が建ち

並ぶ歴史的な町並みがあります。 

 

■位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※九州佐賀国際空港は、佐賀空港の愛称です。 
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第 1 章 都市づくりの課題 

16,084 16,057 15,599 14,985 14,343 13921

18,252 18,026 17,616 17,132 16,377 15779

9,288
9,670 9,806 9,945 10,032 10,117

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H2 H7 H12 H17 H22 H27

男 女 世帯数
世帯総数：人

１-１-２ 人口・世帯数 

本市の人口は、平成 17 年から平成 27 年にかけて 32,117 人から 29,700 人と、7.5％減少しており、

平成 7 年から平成 17 年の減少率（5.7％減）と比べ、人口減少割合が加速しています。  

このような中、世帯数は当面増加傾向となっているものの、将来的には減少が予想されます。こ

のため、宅地や住宅の需要についても減少することが予想されます。 

 

■人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■近年に開発された住宅地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査  

－7.5％ 
－5.7％ 
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第 1 章 都市づくりの課題 

95 98 92 81 79 79 75 69 69 68 77 73 73 70 65 62

2,654

2,826
2,726

2,375
2,288 2,313 2,338

2,190 2,194
2,319 2,354

2,428
2,368

2,185
2,098

2,205

3,633
3,385

3,918 3,937

3,389 3,288 3,294 3,249

3,624

5,313

6,078
5,782

5,434
5,093

4,624 4,667

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H2 H7 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

事業所数

従業者数

製造品出荷額

事業所数（事業所）

従業者数（人）

製造品出荷額（千万円）

 

2,473

2,189
1,996

1,889

1,443

3,193

2,908

2,499

2,350 1,911

2,841 2,842

2,608

2,507

1,696

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H2 H7 H12 H17 H22

農家数（戸）

農業就業人口（人）

主要農産物作付面積(ha)

農家数（総数）（戸）

農業就業人口（人）

主要農作物作付面積（ha）

１-１-３ 経済・産業活動 

（１）産業活動 

本市の農林水産業、工業、商業活動は、いずれも人口減少の影響を受けて、従業者が減少してお

り、生産額も停滞傾向にあります。 

 

■農業の推移 

 

 

■工業の推移 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：農林業センサス、作物統計  

出典：工業統計 
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第 1 章 都市づくりの課題 

 

■商業の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）観光動向 

平成 14 年から観光客数が増加傾向にあり、平成 17 年以降は毎年 300 万人を超える観光客が来訪

しています。観光消費額は、平成 25 年が 27 億円となっており、平成 15 年から約 1.3 倍増加してい

ます。 

これには、祐徳稲荷神社が多くの観光集客を担っていること、平成 18 年に「浜中町八本木宿地区」

と「浜庄津町浜金屋町地区」が重要伝統的建造物群保存地区に選定され、鹿島酒蔵ツーリズム®※1

などによる観光振興に取り組んでいること等が要因としてあげられます。 

このため、観光は将来的に本市の経済・産業を牽引する重要な取り組みのひとつとして期待され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：商業統計、経済センサス 

※全国すべての企業・事業所を対象とする「経済センサス」(基礎調査・活動調査)が創設され、平成 21

年以降、商業統計調査で把握すべき事項は「経済センサス‐活動調査」で把握しています。 

※1「酒蔵ツーリズム®」は、鹿島市の登録商標です。 
酒蔵開放や酒蔵体験、日本酒をテーマにしたイベント、スタンプラリーなどの仕組みづくり、外国人向けツアーのプロデュースなど実施規
模も運営主体も異なる様々な取組や他の観光資源との連携を目指します。また、具体的な取り組みにあたっては、地域一体の取り組み、異

業種連携通年型の観光続性の確保などに留意しつつ地域活性化を目指します。 
 

676 689 649 636 602 546 526
389 374

3,109

3,305

3,115

3,300

2,740
2,853

2,746

1,964 1,991

5,233
5,492

5,161
5,444

5,043
5,233

3,807 3,738

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

Ｈ6 H9 H11 H14 H16 H19 H21 H24 H26

商店数

従業者数

年間商品販売額

事業所数（事業所）
従業者数（人）

年間商品販売額（千万円）
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第 1 章 都市づくりの課題 

 

■観光入込客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年間観光消費額の推移 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■浜庄津町浜金屋町地区                  ■浜中町八本木宿地区 
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出典：佐賀県観光客動態調査 

 

出典：佐賀県観光客動態調査、鹿島市 

 

1.3 倍 
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１-１-４ 都市施設等 

（１）道路 

平成 15 年に国道 207 号バイパスが暫定 2 車線で開通したことにより、国道 207 号や長崎本線とあ

わせて市街地の骨格が形成されました。 

ただし、市街地内では、当初都市計画決定後、事業に着手していない都市計画道路（以下「長期

未着手道路」という。）が存在しており、適切な対応が求められています。 

 

■都市計画道路の整備状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：都市計画道路整備状況図 
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（２）公共交通 

公共交通機関は、市街地の東側に長崎本線があり、特急が停車する肥前鹿島駅をはじめ、肥前浜

駅、肥前七浦駅、肥前飯田駅が配置されています。 

将来は九州新幹線長崎ルートの開業によって、いわゆる「上下分離方式」への移行など運営形態

が変わり、また、大幅な特急の減便が予想されており、公共交通による広域間の交流や連携への対

応が求められます。 

また、肥前鹿島駅では、バリアフリー化や公衆トイレの整備が完了していますが、駅舎の老朽化

への対応や駅前の環境整備による賑わい空間の創出が必要な状況になっています。 

 

■肥前鹿島駅 駅舎・駅前の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運行本数予想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51 本から 

10 本へ 
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（３）肥前鹿島干潟 

 平成 27 年 5 月に肥前鹿島干潟がラムサール条約（特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に

関する条約）湿地に選定されました。 

今後は肥前鹿島干潟の生態系を維持しつつ、湿地の働きや重要性について理解する機会をつくり、

関係者が互いに情報や経験を共有し、連携・協力する仕組みを設けるなど、そこから得られる恵み

を積極的・持続的に活用する賢明な利用（ワイズユース）が必要です。 

 

■飛来するズグロカモメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ラムサール条約湿地位置図           ■飛来するクロツラヘラサギ 
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63.7%

25.5%

8.5%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

老朽化した住宅の建て替えや生活道路、
下水道などの整備を進め、生活環境の改善を図る。

共同住宅などの立地などを進め、
中心市街地の活性化を図る。

郊外の農地を新たに開発して住宅などの立地を進め、
新しい住宅地をつくる。

その他

（n=603）

１-２ 市民ニーズ 

市民の意向について、平成 25 年 2 月～3 月に実施した市民アンケート調査結果と、平成 25 年 11

月～12 月に実施した市民の有志によるまちづくりワークショップによる意見を以下に整理します。 

１-２-１ 暮らし 

（１）住環境 

 アンケート結果を見ると、住宅地は、「郊外の農地を新たに開発して住宅等の立地を進め、新し

い住宅地をつくる（8.5％）」よりも、「既存住宅地の生活環境の改善（63.7％）」や「共同住宅な

どの立地による中心市街地の活性化（25.5％）」が求められています。ワークショップ意見でも改

善すべき点として「高齢者が一人で住んでいるところが増えてきた」、将来の地域の姿として「空

き店舗をなくす」といった意見があり、人口減少や高齢化、空き店舗等に対応し、暮らしやすい住

宅地づくりが求められています。 

 

■住宅地における本市の将来のまちづくりのあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ワークショップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：市民アンケート調査（H25.3） 
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（２）中心市街地 

 アンケート結果を見ると、本市の活性化を図るために重要な取り組みとして、「商店街の活性化

（19.7％）」が最も求められています。ワークショップ意見でも、地域の改善すべき点として「肥

前鹿島駅（鹿島の窓口なのに、周りが暗い、お店がない）」、「人々が集える施設がない」といっ

た意見があるため、中心市街地では、商業施設の充実や駅前の賑わいや交流が求められています。 

 

■本市の活性化を図るために重要な取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スカイロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.7%

17.6%

16.8%

15.1%

13.8%

8.7%

7.1%

1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

商店街の活性化

企業誘致や新たな産業づくり

鹿島市と他都市とを結ぶ広域的な道路網の整備や、
鉄道やバスなどの公共交通の充実

幹線道路（国道207号 鹿島バイパスなど）
沿道における店舗の誘致

有明海などの自然環境や肥前浜宿などの歴史的資源などの保
全、観光資源としての活用

公共公益施設の建て替えや、身近な道路や公園、
下水道などの整備・改善

市街地と鹿島市周辺の農村集落との連携・交流の促進

その他

（n=1,156）

出典：市民アンケート調査（H25.3） 
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 -

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 (5)  (4)  (3)  (2)  (1)  -  1  2  3  4  5

（満足度／優先度）

日常的な買物をする場（1.69／5.83）

重
要
度

満足度評価

落ち着きのある

住環境の整備（2.59／5.35）

公共施設におけるバリアフリー化（-0.47／5.44）

太陽光や水力などの再生可能
エネルギーの活用（-2.20／5.33）

車が走りやすい道路の整備（0.29／4.93）

下水道の整備（-0.55／4.84）鉄道やバス等の公共交通機関の充実
（-1.90／4.65）

美しい山並みや海、川、街並み、史跡、文化財など

の地域資源の保全・活用（0.94／3.87）

森林や水辺などの自然に親しみ憩える場（-0.41／3.50）

会社・工場などの働く場
（-2.78／6.09）

農地の保全（-0.19／3.42）

歩行者が歩きやすい道路の整備（-1.51／6.25）

利用しやすい公園や緑地の整備
（-0.51／3.51）

防災・防犯対策（-0.86／6.21）

１-２-２ 産業 

（１）働く場の確保 

 アンケート結果をみると、満足度・重要度の関係では、会社・工場などの働く場について、重要

度は高いものの、満足度が低くなっています。ワークショップ意見では、改善すべき点として「若

者の流出」や「中心市街地では働くところが少ない」、「雇用、協働の面で改善がなされていない

と思うので特に若年層の就労支援に力を入れていっていただきたい」といった意見があり、産業が

停滞しているなか、若者をはじめとした市民が安心して暮らせるように働く場を確保することが必

要です。 

 

■満足度と重要度の相関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：市民アンケート調査（H25.3） 
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（２）観光振興 

本市では観光産業が期待されるなか、ワークショップ意見では、地域の良い点として「肥前浜宿

付近では観光ツアーが多い」や、改善すべき点として「祐徳稲荷神社の参拝客を有効に活かしてい

ない」といった意見があり、地域に点在する観光資源の更なる活用が求められています。 

 

１-２-３ 交通 

（１）市内の身近な道路 

アンケート結果をみると、お住まいの地域の生活環境のあり方について重要な取り組みとして、

「歩きやすい歩道や身近な生活道路を整備する（26.1％）」ことが最も求められています。ワーク

ショップ意見でも、改善すべき点として「国道 207 号の歩道が危険」、「歩道が狭く、通学路とし

ては不安」や「道路が狭い箇所が多くある」といった意見があり、地域内の円滑な移動や安全な歩

行空間の確保が必要です。 

 

■お住まいの地域の生活環境のあり方について重要な取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■歩道のない道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.1%

19.2%

12.9%

10.8%

10.4%

10.2%

9.9%

0.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

歩きやすい歩道や身近な生活道路を整備する。

災害時に避難地や救援拠点として活用できる
公園、避難路、避難場所を整備する。

普段の遊び場となる公園を整備する。

景観に配慮した建物の誘導や
落ち着きのある街並み景観の形成を図る。

あなたがお住まいの地域と
鹿島市内の他地域とを結ぶ道路を整備する。

下水道を整備する。

田園や自然環境の保全や緑化を推進する。

その他

（n=1,133）

出典：市民アンケート調査（H25.3） 
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１-３ 都市づくりの主要課題 

１-３-１ 都市づくりの主要課題 

（１）持続可能なまちづくり 

平成 13 年に策定した都市計画マスタープランでは、人口減少が予想されていたものの、当面世帯

数が増加することを踏まえ、住宅需要に応じた市街地の拡大を想定していました。 

しかし、平成 12 年以降、本市では人口減少が加速しており、人口減少・世帯数減少に伴う土地や

住宅需要の減少が想定されるとともに、一人暮らし高齢者の増加や、既成市街地内に空き地・空き

家の増加が見られることから、将来に財政負担となるような新たな市街地開発はせず、現在の市街

地環境改善を重視していくことが必要です。 

また、これまで商業活性化に取り組んできた中心市街地の整備についても、超高齢社会に対応し

た多様な生活サービス、若者の就業、多世代に魅力的な居住環境の確保など、人口減少社会に対応

したまちづくりへの転換が必要です。 

 

（２）新たな交流をはぐくむ拠点の形成 

平成 13 年に策定した都市計画マスタープランでは、商業拠点として肥前鹿島駅周辺や既存商店街、

工業拠点として既存工業団地、観光拠点として蟻尾山公園や祐徳稲荷神社、有明海の干潟を位置づ

けて、整備や施設の立地誘導など拠点形成に取り組んできました。 

策定以降、社会情勢は変化し、近年、農業、商業、工業は産業活力が低下しており、市民からは

働く場の確保が求められています。 

このため、ひきつづき、商業拠点や工業拠点の機能維持・強化が求められるとともに、近年伸び

が期待される観光拠点について充実を図り、より一層の市内外の交流を促進することが求められま

す。 

特に、平成 18 年に重要伝統的建造物群保存地区に選定され、鹿島酒蔵ツーリズム®などによる観

光振興が図られている肥前浜宿、平成 27 年にラムサール条約湿地に登録された肥前鹿島干潟、重点

道の駅に選定された「道の駅 鹿島」等について拠点としての活用が求められます。 

 

■鹿島酒蔵ツーリズム® 
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（３）交通体系の見直し 

平成 13 年に策定した都市計画マスタープランでは、国道 207 号バイパスは、広域交通を担う道路

として早期整備を方針に掲げていました。平成 15 年には暫定 2 車線で開通し、現在は国道 207 号と

あわせて周辺市町との連絡や市街地の骨格を形成する役割を担っています。 

現在は、さらに佐賀方面から有明海沿岸道路・佐賀福富道路の整備が進みつつあり福富鹿島道路

についても環境影響調査が完了し事業着手に向けて手続きが進んでいます。一方で、本市から太良、

諫早方面は高速交通ネットワークの空白地帯が存在します。 

また、鉄道は、九州新幹線長崎ルートの建設が着工されるとともに、新幹線開業時には本市では

長崎本線の運営形態がいわゆる「上下分離方式」に移行され、特急減便が予想されています。 

将来的に新幹線開業で増加が見込まれる沿線自治体の観光客を本市へ誘客するため、国道 207 号

バイパスをはじめ、周辺市町との連絡を担う国道 498 号、444 号など、広域幹線道路を活用した交

流や連携の促進を進め、さらに、新幹線開業後は、特急減便に対応した運行計画見直しによる利便

性の向上及び利活用が必要です。 

加えて、長崎本線は利活用を促進するとともに、肥前鹿島駅、肥前浜駅、肥前七浦駅は、駅舎の

老朽化や交通機関の円滑な乗継ぎ等への対応を図ります。 

市街地内は、市民ニーズにもあるように、国道 207 号をはじめ市民の通学等における安全・安心

な移動空間の確保が求められています。 

また、長期間未着手の都市計画道路が存在しており、市民の日常生活に必要な道路を形成するた

め、計画の見直しや新たな道路整備の検討が必要です。 

 

■国道 207 号バイパス 
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１-３-２ 都市づくりの主要課題までのフロー 

都市の概況や市民ニーズを踏まえて、都市づくりの主要課題を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
民
ニ
ー
ズ 
主
要
課
題 

■持続可能なまちづくり 
 
 
・既存市街地の環境改善 
 
・まちなかへの商業・業務施設誘
導による利便性向上 

 
・まちなかへの居住促進による人
口減少社会に対応したまちづく
りへの転換 

■新たな交流をはぐくむ 
拠点の形成 
 

・観光拠点の充実と交流促進 
 
・肥前浜宿、肥前鹿島干潟、道の
駅鹿島、祐徳稲荷神社等の拠点
活用 

■交通体系の見直し 
 
 
・主要幹線道路を活用した交流・連携
の促進 

 
・駅舎の老朽化や交通機関の円滑な乗
継ぎ等への対応 

 
・安心、安全な移動空間の確保 
 
・長期間未着手の都市計画道路の計画
の見直しや新たな道路の整備の検討 

 
・長崎本線の運営形態変化への対応 

■暮らし 
 
（１）住環境 
・子どもから高齢者、障がい者を
問わず誰もが暮らしやすい住宅
地 

 
（２）中心市街地 
・商業施設の充実 
・駅前の賑わいや交流 

■産業 
 
（１）働く場の確保 
・中心市街地の働く場 
・若年層をはじめ、高齢者や障が
い者の就労支援 

 
（２）観光振興 
・点在する観光資源の活用 

■交通 
 
（１）市内の身近な道路 
・地域内の円滑な移動 
・安全な歩行空間の確保 
 

鹿
島
市
の
概
況 

■人口・世帯数 
 
・人口減少の加速 
・宅地や住宅需要の減少が予想 
 
 

■経済・産業活動 
 
・農林水産業、工業、商業活動の
停滞 

・観光客の増加 
 
 

■都市施設等 
 
・国道 207 号バイパス暫定 2 車線開業 
・長期未着手道路が存在 
・駅舎の老朽化 
・肥前鹿島干潟がラムサール条約湿地 
に登録 

・長崎本線の運営形態変更の決定 
・特急減便が予想 
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